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３ 空気調和設備・換気設備 

番号 対策の名称 

① 空調設定温度の管理 

内容 

執務室内は、人や室内設備などからの熱はほぼ一定ですが、室温と外気温の差が大

きいほど、窓や壁を伝わる熱や、換気によって出入りする空気の熱によって、温度は

大きく変化します。 

外気温が室温より高い場合に空調の設定温度を上げ、外気温が室温より低い場合に

設定温度を下げて外気温との温度差を小さくする（これを「空調設定温度の緩和」と

言います。）ことで、窓や壁を通じての熱の出入りを抑制し、エネルギーの使用量を

削減します。 

効果 

空調設定温度を１℃緩和することで空調負荷を 5～15%削減できると報告されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜冷房設定温度を緩和した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞ 

執務室冷房設定温度を 26℃から 28℃に緩和する。 

・燃料費削減効果 年間 15,428 円 

・CO2 排出削減効果 年間 385.7kg-CO2 

（試算条件） 

・ビル 3F～5F 総床面積 750m2 を想定。8月前年度消費電力実績 3,857kWh とし、上の表 A事例②から電

力削減量 20％とする。 

→電力削減効果 3,857kWh×0.2＝771.4kWh/年 

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 20 円/kWh として 771.4kWh×20＝15,428 円 

・CO2 排出削減効果：CO2 排出係数を電力 0.5kg-CO2/kWh として 771.4×0.5＝385.7kg-CO2 

ポイント 

・空調設定温度の緩和は、次に示すような対策と併せて実施するとより効果的です。 

①空調の設定温度をルール化して周知する。 

②空調の稼働時間（起動、停止）をルール化して周知する。 

③フィルター清掃等のメンテナンスを定期的に行う。 

  

＜空調設定温度緩和による省エネ効果の報告例


